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クランクシャフトが
通る穴を開ける

底板（１枚）側板（２枚）

空き缶固定用板（２枚）

空き缶がうまく固定
できるように切る

*板の厚さは全て約1cm

　　　釣り糸
（長さ20cmぐらい）
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直径4.5cm
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木製ピストンの中心に
瞬間接着剤で釣り糸を
接着する

丸く切った
バルサ材を
重ねて、木
工用ボンド
で接着する

切る

ゴム風船
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このように両面
テープでボール
紙を貼る

針などを使って
中心に釣り糸が
通る穴を開ける
（大きくなりす
ぎないように）
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割りばし
（２本作る）

クランクシャフト

コンロッド ここにコンロッドを取り付けて
針金を曲げる

コンロッド

ダイヤフラム

画びょう 下から画びょうで
取り付ける

釘または
木ネジ

木製ピストン

クリップを曲げて
釣り糸を結ぶ
（軽く動くことを
確認する）

空き缶スターリング
エンジンを作ろう

　　　海上技術安全研究所　平田宏一

　スターリングエンジンを知っていま
すか。スターリングエンジンはあらゆ
る熱源に対応できる熱機関です。今回
はロウソクの炎で回る空き缶スターリ
ングエンジンを紹介します。
　このエンジンは空き缶やゴム風船な
どの簡単に手に入れることができる材
料を使っています。

・準備する材料
木材（厚さ10mm）、バルサ
材（厚さ10mm）、針金（直
径1.5mm）、釣り糸、ゴム風
船、割りばし、画びょう、
クリップ、粘土、空き缶
（200ml）、ボール紙、ロウ
ソク、釘または木ネジ
・必要な工具
ペンチ、ハサミ、ノコギ
リ、キリ、木工用ボンド、
瞬間接着剤、両面テープ、
機械油

�空き缶スターリングエンジン �木材を切り出す

�木製ピストンを作る �ダイヤフラムを作る �コンロッド、クランクシャフトを作る �ダイヤフラムを組み立てる

�フレームを組み立てる �木製ピストンを組み立てる �空き缶を取り付ける

　完成したら空き缶の下面をロウソ
クであぶってみましょう。しばらく
して十分に暖まったら手でおもりを
回してみて下さい。コトンコトンと
回り始めましたか。
　模型スターリングエンジンを回す
コツは中の空気が外に漏れないよう
にすること、そして駆動部分に引っ
かかりがないことです。もし回らな
いときはこの２つの点を見直してみ
て下さい。ゴム風船の中心の穴から
空気が漏れていませんか。木製ピス
トンと空き缶シリンダとがぶつかっ
ていませんか。

クランクシャ
フトの１端を
曲げておもり
をつける

輪ゴムで
とめる

上面を切
り取った
空き缶を
しっかり
と固定す
る

完成!!

空気の漏れをとめる
ためにダイヤフラム
の穴に釣り糸に機械
油を１滴たらす

* 空き缶スターリングエンジンは（社）日本設計工学会「教材用スターリングエンジンの実用化に関する調査研究分科会」において土田三郎先生（埼玉県立春日部工業高等学校）が提案されたものです。


